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合唱コンクールについて 

  

日頃より本校の教育活動につきましてご理解とご協力を頂き、本当にありがとうございます。

5 月下旬の学校再開から 3 週間が過ぎました。感染予防対策を行いながらの学校生活ですが、子

どもたちは明るくはきはきと、そして誠実に生活しています。 

 さて、本校で行ってきた伝統ある「合唱コンクール」ですが、今年度は新型コロナウィルス感

染予防を第一に優先せざるを得ず、以下のような理由から、「全校が一同に会しての開催」を断念

することといたしました。 

 誠に残念の極みであります。開催を楽しみにされていた多くの方々、そして何よりも子どもた

ちには申し訳なく思いますが、今後の状況を注意深く見守りながら、できることを行っていきた

いと思います。 

ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 

 

〈開催を断念した理由について〉 

・休校が終わり学校が再開されても、ウイルスと共存していく次の段階に入っており、様々な対

策を今後も続けていかなければならないこと。 

・現在音楽の授業では、国の方針で示されたように「歌唱」は行えない状況であり、学級でも歌

えないでいること。 

・例年であれば、この時期に学級ごとに時間をかけながら選曲をし、少しずつ練習を始めている

頃だが、それが全くできない状況であること。 

・合唱コンクールは音楽科の学習成果の発表の場であると同時に、生徒会活動や学級活動で大切

にしてきた取り組みであり、コンクールを延期する決断をした場合、先の見通しが持てず、それ

ぞれの活動に支障をきたす恐れがあること。 

   

以上を踏まえて、現時点で、「行わない」決断をいたしました。 

 

〈今後について〉 

 合唱コンクールは行えませんが、学級が一つになって取り組む大切さや、友達と力を合わせて

考え合ったり活動を高めたりすることは、これからの学校生活でも行っていきたいと考えていま

す。 

また、合唱という表現のよさや、みんなで歌い合う一体感も大切にしたいことから、許される

状況となれば、学級、学年合唱に取り組み、東部中の歌声を発信したいと考えています。これま

での東部中生がつないできた声と心を合わせる「合唱の心」を、これからもつないでいきたいと

思います。 

よろしくお願いいたします。 


